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皆
様
に
は
ご
健
勝
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
（
一
財
）
全
抑
協
が
主
催
し
ま
す
慰

霊
祭
、
語
り
継
ぐ
集
い
及
び
展
示
会
に
多
く
の

方
が
参
加
し
て
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ま

た
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
で

は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
内
の
ダ
ン
バ
ダ
ル

ジ
ャ
ー
慰
霊
碑
に
ご
参
拝
頂
き
ま
し
た
。

旧
ソ
連
及
び
モ

ン
ゴ
ル
強
制
抑
留

の
慰
霊
と
慰
藉
事

業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
私
共
財
団
に

と
っ
て
も
大
変
勇

気
づ
け
ら
れ
る
ご

訪
問
で
し
た
。

令
和
八
年
を
迎

え
ま
し
て
、
新
た

な
気
持
ち
で
旧
ソ

連
及
び
モ
ン
ゴ
ル

強
制
抑
留
、
所
謂

シ
ベ
リ
ア
強
制

抑
留
に
関
し
て
、

（
一
財
）
全
抑
協

は
多
く
の
方
々
に
抑
留
の
実
態
と
そ
の
悲
惨
さ

を
語
り
継
い
で
い
く
事
業
を
強
化
し
ま
す
。
ま

た
ロ
シ
ア
側
資
料
の
開
示
請
求
及
び
周
辺
国
に

お
け
る
資
料
の
収
集
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
作
業
を
重

点
的
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
六
十
三
年
、

（
財
）
全
抑
協
設
立
申
請
許
可
以
降
の
労
苦
調

査
及
び
戦
後
強
制
抑
留
の
実
態
に
関
す
る
調
査

研
究
、
日
露
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
記
録
等
々
の

資
料
で
す
。
最
終
的
に
は
（
一
財
）
全
抑
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
抑
留
中
死
没
者
の
「
慰
霊
祭
」
は
、

子
々
孫
々
の
代
に
至
る
ま
で
、
全
国
で
実
施
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
旧
ソ
連
及
び
モ
ン
ゴ
ル
抑
留
中
死
没

者
の
ご
遺
骨
を
祖
国
日
本
に
お
連
れ
す
る
ま

で
、
遺
骨
収
集
作
業
に
尽
力
を
盡
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（1）

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

　
　

会  

長　

山
田 

秀
三

新
し
い
年（
令
和
八
年
午
年
）が

    

よ
り
佳
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

　
　
　   

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

　
　
　
　
　
　  

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
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令
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迎
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と
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多
幸
を

　
　
　
　  

　
　
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
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昨
年
は
戦
後
八
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
し
た
。

福
岡
県
支
部
で
は
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
た
め

「
特
別
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
講
演
会

で
は
、
抑
留
体
験
者
、
抑
留
の
地
（
在
福
岡
モ
ン

ゴ
ル
国
名
誉
領
事
館
）、
抑
留
中
死
没
者
遺
児
、
三

者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
は
、

平
和
の
尊
さ
等
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
七
年
度
の
事
業
の
概
要
は
以
下
の

通
り
で
す

　
Ⅰ
　
慰
霊
事
業

１　

令
和
七
年
度
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
中
央

慰
霊
祭
を
十
月
八
日
（
水
）、
東
京
都
千
代
田

区
「
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
」
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。（
参
列
者
は
百
三
十
三
名
）。

式
典
で
は
、
長
谷
川
英
晴
総
務
大
臣
政
務
官
に
ご

臨
席
賜
り
、
追
悼
の
詞
と
献
花
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

２　

慰
霊
訪
問
（
墓
参
）
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ

ル
（
参
加
者
七
名
）
一
か
国
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
抑
留
体
験
者
は
高

齢
化
し
年
々
減
少
す
る
中
で
、
参
加
者
は
、

ご
遺
族
や
抑
留
体
験
者
の
ご
家
族
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
ダ
ン

バ
ダ
ル
ジ
ャ
ー
日
本
人
墓
地
跡
前
及
び
ス
フ

バ
ー
ト
ル
市
に
て
慰
霊
祭
を
挙
行
い
た
し
ま

し
た
。

　
　

な
お
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

り
、
ロ
シ
ア
地
域
へ
の
慰
霊
訪
問
は
令
和
七

も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

※
航
空
運
賃
や
現
地
で
の
滞
在
費
（
宿
泊
代
、
車

両
代
等
）
が
高
騰
し
て
お
り
、
参
加
者
の
自

己
負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
Ⅱ
　
慰
籍
事
業

　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
収
容
所
、ロ
シ
ア
製
両
刃
鋸
、タ
ー
チ
カ（
一
輪
車
）

や
ロ
シ
ア
側
の
開
示
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
く
写
真
・

絵
を
パ
ネ
ル
化
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ン

ゴ
ル
に
関
す
る
パ
ネ
ル
も
新
た
に
作
成
し
ま
し
た
。

　
Ⅲ�

　
戦
後
強
制
抑
留
者
に
関
す
る
調
査
、
相
談
、

広
報
及
び
そ
の
他
事
業

１　

抑
留
者
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
ベ
ガ
バ
ー
ド
市
の
公
文
書
館

に
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
の
埋
葬
地
の
資
料
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
翻
訳
の
確
認
及
び
意

訳
並
び
に
そ
の
裏
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２　

労
苦
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め
に
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
モ
ン
ゴ

ル
、
キ
ル
ギ
ス
の
各
在
日
本
大
使
館
と
接
触
し
、

情
報
の
収
集
を
実
施
し
ま
し
た
。

３　

遺
骨
遺
骨
帰
還
事
業
に
つ
い
て
は
、
四
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
海
外
八
地
域
、
国
内
硫
黄

島
に
て
現
地
調
査
、
遺
骨
収
集
取
集
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
遺
骨
収
集
作
業

に
関
係
者
一
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

４　

毎
月
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
状
況
の
解
析

を
行
い
、
解
析
結
果
を
支
部
役
員
へ
の
開
示

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
Ⅳ
　
各
支
部
の
活
動
状
況

　

各
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
支
部
役
員
や
事
業
開

催
実
行
委
員
会
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
戦
後
強
制
抑

留
者
地
方
慰
霊
祭
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会
、
シ

ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い
を
、
無
事

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

①�

戦
後
強
制
抑
留
者
地
方
慰
霊
祭

　
　

�

十
五
支
部
（
そ
の
他
、
佐
賀
県
、
京
都
府
、
島

根
県
で
も
実
施
）

　

②
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会

　
　

五
会
場

　

③
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

　
　
十
会
場

慰霊訪問

中央慰霊祭

令
和
七
年
度
事
業
報
告

モンゴル モンゴル
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京
都
府
「
慰
霊
祭
」

一
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
地
方
展
示
会

埼
玉
県
支
部　
　

七
月
五
日
～
六
日　
　
　
　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
埼
玉
会
館

熊
本
県
支
部　
　

八
月
六
日
～
十
一
日　
　
　
　

熊
本
県
上
益
城
郡
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

石
川
県
支
部　
　

九
月
十
九
日
～
二
十
一
日　
　

石
川
県
金
沢
市
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

三
重
県
支
部　
　

十
一
月
七
日
～
九
日　
　
　
　

三
重
県
鈴
鹿
市
文
化
会
館

愛
媛
県
支
部　
　

十
一
月
二
十
八
日
～
三
十
日　

愛
媛
県
松
山
市
愛
媛
県
美
術
館
南
館

二
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

北
海
道
支
部　
　

五
月
十
七
日　
　
　

北
海
道
札
幌
市
か
で
る
２
７

愛
知
県
支
部　
　

五
月
二
十
五
日　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
桜
華
会
館

福
岡
県
支
部　
　

六
月
二
十
八
日　
　

福
岡
県
福
岡
市
西
区
玄
洋
公
民
館

埼
玉
県
支
部　
　

七
月
五
日　
　
　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
埼
玉
会
館

岩
手
県
支
部　
　

九
月
六
日　
　
　
　

岩
手
県
盛
岡
市
西
部
公
民
館

石
川
県
支
部　
　

九
月
二
十
日　
　
　

石
川
県
金
沢
市
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

新
潟
県
支
部　
　

十
月
四
日　
　
　
　

新
潟
県
新
潟
市
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル

熊
本
県
支
部　
　

十
月
十
九
日　
　
　

熊
本
県
熊
本
市
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

三
重
県
支
部　
　

十
一
月
九
日　
　
　

三
重
県
鈴
鹿
市
文
化
会
館

愛
媛
県
支
部　
　

十
一
月
二
十
九
日　

愛
媛
県
松
山
市
愛
媛
県
美
術
館
新
館
講
堂

三
．
戦
後
強
制
抑
留
者
慰
霊
祭
（
中
央
・
地
方
）

中
央
慰
霊
祭　
　

十
月
八
日　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

長
野
県
支
部　
　

四
月
十
日　
　
　

長
野
県
伊
那
市
春
日
公
園
慰
霊
碑
前

三
重
県
支
部　
　

四
月
二
十
日　
　

三
重
県
津
市
久
居
陸
軍
墓
地
慰
霊
碑
前

愛
媛
県
支
部　
　

五
月
十
日　
　
　

愛
媛
県
松
山
市
万
葉
植
物
苑
慰
霊
碑
前

愛
知
県
支
部　
　

五
月
二
十
五
日　

愛
知
県
名
古
屋
市
桜
華
会
館

岐
阜
県
支
部　
　

六
月
七
日　
　
　

岐
阜
県
土
岐
市
仲
森
公
園
慰
霊
碑
前

埼
玉
県
支
部　
　

八
月
二
日　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
慰
霊
碑
前

熊
本
県
支
部　
　

八
月
九
日　
　
　

熊
本
県
合
志
市
熊
本
県
農
業
公
園
慰
霊
碑
前

新
潟
県
支
部　
　

八
月
九
日　
　
　

新
潟
県
新
潟
市
護
国
神
社
慰
霊
碑
前

北
海
道
支
部　
　

八
月
十
七
日　
　

北
海
道
札
幌
市
真
駒
内
滝
野
霊
園
慰
霊
碑
前

岩
手
県
支
部　
　

九
月
六
日　
　
　

岩
手
県
盛
岡
市
西
部
公
民
館

富
山
県
支
部　
　

九
月
十
一
日　
　

富
山
県
高
岡
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

佐
賀
県
支
部
準
備
委
員
会　

九
月
十
三
日　

佐
賀
県
佐
賀
市
佐
賀
県
遺
族
会
平
和
会
館

石
川
県
支
部　

 　

十
月
四
日　
　
　

石
川
県
金
沢
市
石
川
護
国
神
社
慰
霊
碑
前

福
岡
県
支
部　
　

十
月
二
十
六
日　

福
岡
県
福
岡
市
福
岡
県
護
国
神
社
内
「
参
集
殿
」

静
岡
県
支
部　
　

十
一
月
八
日　
　

静
岡
県
富
士
市
中
島
公
園
慰
霊
碑
前

京
都
府　
　
　
　

十
一
月
十
五
日　

京
都
府
京
都
市
宝
ヶ
池
慰
霊
碑
前

鳥
取
県
支
部　
　

十
二
月
六
日　
　

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
慰
霊
碑
前

島
根
県
支
部　
　

十
二
月
十
三
日　

島
根
県
松
江
市
北
公
園
慰
霊
碑
前

令
和
七
年
度 

活
動
状
況
報
告

石
川
県
支
部
「
展
示
会
」

北
海
道
支
部
「
語
り
継
ぐ
集
い
」

各
支
部
の
活
動
状
況

各
支
部
の
活
動
状
況佐

賀
県
支
部
「
慰
霊
祭
」
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熊
本
県
支
部

【
組
　
　
織
】

　

熊
本
県
支
部
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
結
成
さ
れ
、
最

大
時
は
二
千
人
超
の
会
員
を
擁
し
、
活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
平
成
六
年
に
、「
熊
本
県
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑

留
者
慰
霊
乃
碑
」
が
、国
（
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
）・

県
・
市
町
村
・
各
種
団
体
・
遺
族
等
の
御
支
援
に
よ
り

建
立
さ
れ
、
毎
年
八
月
九
日
に
慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
て

い
ま
す
。

【
本
年
度
の
活
動
】

一　

�

戦
後
八
十
年　

未
来
へ
つ
な
ぐ
戦
争
の
記
憶
展

（
熊
本
県
主
催
）

　
　

�

日
時　

�

令
和
七
年
八
月
六
日
～
八
月
十
一
日
（
十

時
～
二
十
一
時
）

　
　

場
所　

�

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本

　
　
　
　
　

展
示
参
加

二　

熊
本
県
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
慰
霊
祭

　
　

日
時　

�

令
和
七
年
八
月
九
日　

十
時

　
　

場
所　

�

合
志
市
県
農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

内
慰
霊
碑
前

　
　
　
　
　

�

慰
霊
祭
は
、
八
月
の
熊
本
豪
雨
と
重
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
例
年
よ
り
少
な
い
五
十
名

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。　
　

三　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

　
　

日
時　

�

令
和
七
年
十
月
十
九
日
（
十
三
時
～
十
五

時
半
）

　
　

場
所　

�

熊
本
市
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　
　
　
　

�

語
る
集
い
で
は
、
抑
留
体
験
者
の
内
田
弘

様
（
百
歳
）
の
語
り
が
参
加
者
の
感
銘
を

よ
び
、
毎
日
・
熊
本
日
日
新
聞
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

【
課
　
題
】

　

熊
本
地
震
・
コ
ロ
ナ
禍
が
本
会
の
高
齢
化
に
追
い
打

ち
を
か
け
、
現
状
は
会
員
数
五
十
人
を
切
る
危
機
に
瀕

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
熊
本
県
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑

留
者
慰
霊
乃
碑
」
が
県
有
地
に
あ
り
そ
の
土
地
賃
貸
借

契
約
問
題
も
抱
え
て
難
儀
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

困
難
な
状
況
で

す
が
、
戦
後
強

制
抑
留
の
悲
惨

な
史
実
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な

く
後
世
に
伝
え

る
活
動
と
慰
霊

祭
を
、
継
続
し

て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま

す
。

支
部
紹
介

支
部
紹
介  

●銀行振込でのご送金
　三菱ＵＦＪ銀行　市ヶ谷支店
　普通預金口座　1055487
※�振込口座が（財団だより第82号）
より変更になっております。

●現金でのご送金
　〒102-0073
　東京都千代田区九段北１-８-２
　　　　　九段第二勧業ビル２階
　　一般財団法人全国強制抑留者協会

寄付の方法

寄付金募集に関してのお礼とご報告  … 令和７年11月３0日

　日頃より一般財団法人全国強制抑留者協会の活動に対しまして多大なご理解・ご支援を賜り
厚く御礼申し上げます。
　この度の寄付金につきましては、本協会の貴重な財源として、慰籍事業ならびに慰霊事業に
役立たせていただきます。
　引き続きご支援、ご協力をお願い申し上げます。

令和７年度（４月１日～1１月３０日）
お振込み…	１１件	 ８９，５７０円	 現金書留・現金…４件 １８，０００円
合計件数…	１５件	 １０７，５７０円


